
　今回取り上げられた北海道胆振東部
地震で厚真町において震度７を記録した。
これは観測史上6回目の発表であった。
　最大震度７は1948年（昭和23年）の福井
地震を契機に「激震」として新設された。
すなわち、「家屋の倒壊が30％以上に及び、
山崩れ、地割れ、断層などを生じる」状態
と定義された。1995年の兵庫県南部地震
（阪神淡路大震災）で地震情報の段階では
震度６だったが、現地調査で淡路島北部
から阪神間の一部でこの定義を満たすの
で震度７が初めて適応された。
　震度観察地点が増強され、1996年以降

すべての震度が震度計による判定に改め
られ、計測震度6.5以上を新たに震度7と定
義することとなった。2004年新潟県中越地
震の川口町で、後日回収された地震計に
よって初めて震度7が観測され、2011年東
北地方太平洋沖地震（東日本大震災）の宮
城県栗原市、そして2016年熊本地震の益城
町で4月14日と4月16日（本震）の2回震度
速報の時点で震度7が発表されている。
　震源の深さ、地震の規模（マグニチュー
ド）、さらには地震が短周期か長周期か、地
盤の問題や津波発生など複雑に絡み合って
被害に差が出ているようである。今回は道

内最大の苫東厚真火力発電所の緊急停止に
端を発し、北海道・本州間連携設備の送電で
も対応できず、道内のほぼ全域で電力が止
まる“ブラックアウト”が初めて起こった。
　木曜から３日間くらいで復旧して、その
後の計画停電も実施されなかったが、電子
カルテが動かず、連絡が取れない為、大混
乱となったことがよく分かった。全域が停
電なので、週3回の透析患者さんはどのよ
うに対応されたのか、気になった。
　非常電源設備があっても、訓練してい
なかったために、作動しなかった事例が
以前報告された。“災害は忘れた頃に起こ

る”ので、災害発生を想定した訓練は毎年
必ず行うことが肝要である。

編集後記

リウマチ財団登録薬剤師・リウマチケア看護師募集

令和元年5月 企画運営委員会議事録
令和元年5月開催企画運営委員会の審議概要を次の通り報告します。
企画運営委員会委員長 西岡久寿樹
日　時：令和元年5月14日（火）18：00～19：10
【報告事項】
1．委員会等の開催について
 ・ 医療情報委員会(4月24日)：平成30年度財団ホームページアクセス数は前年対比1.5倍増で
  あったこと、今年度事業計画として、イラストの導入や登録医への有用な情報提供サイト案
  等が報告された。
 ・ 独立監査人の監査（5月13日）：公認会計士による監査を受け、適正に処理されているとの
  ことであった旨が報告された。

2. 2019年度リウマチ月間リウマチ講演会について
 現時点の参加申込者数の報告とプログラムが確定し、テーマ「進化するリウマチ医療」に向け、
 順調に準備が進んでいることが報告された。

3. リウマチ専門職制度のパンフレットについて
 今年のリウマチ月間リウマチ講演会や他教育研修会等にて配布する目的で、パンフレットを
 作成。

4. 法人賛助会員の入会について
 今年度1社入会があり33社となった。

【審議事項】
1．平成30年度事業報告及び収支決算に関する件について

2. 国際学会におけるリウマチ性疾患調査・研究発表助成者の選考について
 Eular2019：小寺　仁（桑名市総合医療センター 膠原病リウマチ内科 医長）　

3. 令和元年度日欧リウマチ外科交換派遣医の選考について
 今年度は日本から欧州へ2名派遣の予定。　　　　　
 岩田　崇裕（高山赤十字病院 整形外科 第一整形外科副部長）
 高窪　祐弥（山形大学医学部付属病院 リハビリテーション部 整形外科学講座 准教授）

4. 教育研修会等実施要領の一部改定について

5. 次期の役員等改選について
 6月の評議員会終了時で役員、評議員、評議員選定委員会委員の任期が終了するのに伴い、
 次期の候補者について報告された。

羽生忠正
長岡赤十字病院　名誉リウマチセンター長

　この度は、公益財団法人日本リウマチ財団の国際学会におけるリウマチ性疾患調査・研究
発表助成に採用して頂き、誠に有難うございました。
　ここに簡単ではありますが、参加させて頂きました2019アジア太平洋リウマチ学会（APLAR）
の発表報告をさせて頂きます。2019年4月8日から11日の4日間、オーストラリア・ブリスベンで
第21回アジア太平洋リウマチ学会が開催されました。APLAR は1963年にシドニーで 前身組織
であったSEAPAL（South East Asia and Pacific Area League Against Rheumatism)が
オーストラリア、インド、日本、ニュージーランドの4か国で発足、1968年にインド・ムンバイで
最初の国際会議が開かれ1990年韓国・ソウル開催からAPLARと名称が変わり日本リウマチ
学会を含め環太平洋27か国で構成される歴史ある国際学会です。
　私の発表は東京女子医大東医療センターで診療させて頂いている関節リウマチ患者様の生物
学的製剤の治療効果と継続率についての発表でした。多くの海外のリウマチ医の先生方に
ご興味を頂きご質問を頂きました。医学的な質問以外にも日本の保険診療についても尋ねられ
ました。諸外国の保険制度によっては高額な生物学的製剤の使用制限があり、医師が自由に
処方できない事、生物学的製剤の選択制限もある事を知り、各国の医療制度の違いについて
有意義な議論の場を持つことができました。また、シンポジウムでは脊椎関節炎（SpA）の最新
の知見について台湾の中山医科大学James Cheng-Chung Wei教授、香港中文大学の
Lai-Shan Tam教授の講演を拝聴しました。特にTNF阻害剤を使用していても強直性脊椎炎の
靱帯骨化の進行は抑制できていない事（mSASSS socreの上昇）、関節リウマチのT2Tと同様
の治療目標をSpAでも作成するために臨床データを国際的な規模で集計をしている事を知る
機会を得ました。
　昨今はインターネットの医学論文検索サイトPubMed/MEDLINE等で海外へ赴かなくとも
最新の医学的知見を手にする事が以前よりも容易になっておりますが、論文で得られる情報は
限られており、何にもまして第一線の先生方とdiscussionを通して得られる生の情報程大きな
価値のあるものはなく、国際学会に参加する意義を再認識した次第です。最後になりますが、
APLAR発表のご指導を頂きました東京女子医科大学整形外科 岡崎 賢 教授ならびに猪狩勝則
准教授、ご支援賜りました日本リウマチ財団関係各位に御礼を申し上げます。

国際学会におけるリウマチ性疾患調査・研究発表に対する
助成者報告書（APLAR 2019）
王 興栄 氏/東京女子医科大学 整形外科　

令和元年度 海外派遣医

氏名

〈米国〉

〈欧州〉

中村 浩之 苫小牧市立病院 内科 医長

所属

内科
リウマチ科

専門科目

開催地区 開催日 開催場所

北海道･
東北

8/25
（日）

アイーナ
（いわて県民情報交流センター）

駒ケ嶺リウマチ整形外科クリニック
院長 駒ケ嶺 正隆

関東・
甲信越

9/29
（日）

丸ビルホール
＆コンファレンススクエア

東邦大学医学部 内科学講座膠原病学分野
教授 亀田 秀人

東海・
北陸

令和2年
2/2（日） ミッドランドホール

名古屋大学大学院医学系研究科 総合医学専攻
運動・形態外科学講座 整形外科学
教授 石黒 直樹

近畿 11/24
（日） 生田神社会館 兵庫医科大学 内科学 リウマチ・膠原病科

教授 松井　聖

中国・
四国

9/1
（日） 山口グランドホテル

山口県立総合医療センター
整形外科・リウマチ科
副院長 田中　浩

九州・
沖縄

令和2年
1/26（日）

ホテルスカイタワー
宮崎駅前

宮崎大学医学部
内科学講座免疫感染病態学分野
（膠原病感染症内科）
教授 岡山　昭彦

世話人

氏名

野田 健太郎 東京慈恵会医科大学内科学講座
リウマチ・膠原病内科 助教

所属

内科
リウマチ科

山村 裕理子 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科
腎・免疫・内分泌代謝内科学 客員研究員 リウマチ科

専門科目

財団では、令和元年度リウマチ財団登録薬剤師・リウマチケア看護師を募集しています。
詳しくは財団ホームページをご覧ください。

事業報告、決算書
財団ホームページ「情報公開」に掲載します。

令和元年度 リウマチの治療とケア教育研修会 開催予定

単位数はリウマチ財団登録医6単位、リウマチケア看護師6単位、リウマチ財団登録薬剤師6単位
（参加実績/経過措置期間）、リウマチ財団登録理学・作業療法士6単位（参加実績/経過措置
期間）予定。他学会等単位も予定。

http://www.rheuma-net.or.jp/
リウマチ財団

日本リウマチ財団ホームページ
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